
タイトル 著者

謎の香りはパン屋から 土屋 うさぎ

地雷グリコ 青崎 有吾

聖女の救済 東野 圭吾

恋と禁忌の述語論理
(プレディケット)

井上 真偽

ゲーテはすべてを言った 鈴木 結生

大丈夫じゃないのに
大丈夫なふりをした

クルベウ

泣きたい夜の甘味処 中山 有香里

子供の科學完全読本 小飼 弾

５ 月 の
新 着 本
５ 月 の
新 着 本

貸出中の本は予約もできます。
気軽に声をかけてくださいね♪

『恋愛』『おいしい』『かわいい』『異文化』『笑い』
『ヒーロー＆ヒロイン』『音楽』『スポーツ』『ことば』『科学』

そして・・・『とにかく』！

本でエネルギーを
チャージしよう！

　こんにちは！司書の島田です。
　5月になり気温の高い日も増えてきましたね。夏に向けて少しずつ体を慣らして
行きましょう！
　今回ご紹介する本はブレイディみかこさんの『ぼくはイエローでホワイトで、ちょ
っとブルー』(372.33/B：4階・多様性と個性)です。[5月中は1階カウンターに展示]
著者はイギリス人の夫を持つライターで、本作は息子の中学校生活を軸に起こる様々
な出来事を書いたノンフィクションとなっています。白人の多い公立中学校に通うこ
とになった息子は、学校生活を楽しみつつ、身近に起こる問題に大人顔負けのクール
な視点を向けます。エリートの移民が貧しい移民に対して差別意識を持つなど、人種
が多様化したイギリス社会ではレイシズム(人種主義、民族的偏見)が複雑化している
ことをこの本を読んで知りました。日本ではまだあまり馴染みのない「エンパシー」
という言葉を、息子が「他人の靴を履いてみること」と表現するのが印象的です。　
イギリスの教育システムや、日本で生活しているだけでは知りえない海外事情の一端
を知ることができる、ぜひ読んでいただきたい一冊です。 　　人には大きく分けて、     

『がんばれ』と言われて
がんばれるタイプと、
『がんばらなくていい』
と言われた方が安心して、
 長くがんばれるタイプ　　　
があるそうです。 

いま「このことに興味がある！」
「この表紙に何となくひかれる・・・」

この展示であなたのご要望にこたえる本がどうか見つかりますように♪

”元気が出る本”をジャンル別に集めてみました！
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島田島田
です。

司書の

しまだ

（BY ヨシタケシンスケさん）

『とにかく』には、「難しいことは抜きにして、とにかく元気になる本！」を収集しました。

あなたがどっちのタイプでも、
そっと寄り添ってくれる存在
・・・それが本なんです。
あなたを助けて見守って

くれるいろいろな分野の本、
どうぞ手に取って
みてくださいね。


